
  

 

 

令和４年度 

第２回鹿児島県立垂水高等学校振興対策協議会総会 

 

 

 

会  次  第 

 

 

      １  開  会 

 

      ２  会長あいさつ 

 

   ３ 垂水高等学校長あいさつ 

 

      ４  協議・報告事項 

（１）補助金の執行状況等について 

（２）廃止路線代替バス運行便数減少への対応について 

（３）進路状況について 

（４）新入生確保に向けての取り組みについて 

（５）その他 

・あしなが１００人委員会について 

 

      ５ 閉  会 

 

 

日 時：令和４年11月21日（月）午前10時30分～ 

場 所：垂水市市民館 大会議室 
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収入

費　　目 予算額 収入済額 差引額 補助率 摘要

垂水高等学校
支援事業補助金

10,000,000 10,000,000 0 100.0%

　垂水高等学校の振
興・発展を支援する。
　予算額は昨年度と同
額。

支出

費　　目
予算額

（交付額）
支出済 差引額 執行率 摘要

広報支援補助金 758,070 37,974 720,096 5.0%

部活動活性化補助金 2,070,000 962,203 1,107,797 46.5%

検定試験等補助金
（検定試験）

497,250

検定試験等補助金
（模試等）

361,840

通学費補助金 4,427,430 1,095,921 3,331,509 24.8%

通信講座受講料 245,000 0 245,000 0.0% 　受講者：６人
（１年：２人,２年：４人）

家賃補助金 0 0 0 ―

制服等購入補助金 960,000 934,150 25,850 97.3%

合　　計 10,000,000 3,889,338 6,110,662 38.9%

　詳細は別紙「垂水高
等学校支援事業補助金
執行状況」のとおり

1,539,500 680,410 55.8%

令和４年度垂水高等学校支援事業補助金執行状況

（令和４年11月1日現在）

※　支出済額は令和４年11月１日現在であり，昨年度決算の支出額は約664万円である。
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（令和４年11月1日現在）

予算額 758,070円

 広報用学校案内・フリ―マガジン等を作成する。

内　　　容 金額 備　　考
クラフト封筒 1,089円 振興対策協議会用アンケート用

コピー用紙 16,500円 振興対策協議会用アンケート用

中学生一日体験入学体験授業材料代 8,602円 体験授業用消耗品
垂水中央中との学校説明交流会体験講座材料代 11,783円 体験講座用消耗品

37,974円

残　額 執行率： 5.0%

予算額 2,070,000円

 部活動における外部指導者の指導料や大会等での交通費等を執行する。

部　活　名 金額 備　　考
　陸上部 2,240円 地区陸上競技大会交通費

6,462円 日本陸上競技連盟選手登録料等

3,400円 登録分担金等
8,500円 県高校陸上競技大会交通費

55,200円 合宿施設利用料他
6,000円 新人陸上競技大会交通費

81,802円
　弓道部 1,498円 県弓道連盟肝属支部会費他

5,200円 全国高体連弓道専門部加盟登録費

17,160円 県高等学校弓道競技大会交通費

1,568円 県弓道連盟肝属支部会費他

17,160円 県高校新人弓道競技大会交通費

183,000円 外部指導者指導料
225,586円

　卓球部 14,726円 日本卓球協会等会員登録料

55,000円 地区高体連春季卓球大会交通費

7,000円 県高校卓球大会交通費
2,720円 地区高体連秋季大会交通費

460円 地区高体連秋季大会申込郵送料

51,000円 外部指導者指導料
130,906円

  バスケットボール部 24,546円 チーム登録料
168円 競技大会申込書郵送代他

25,000円 合同練習等交通費
25,830円 鹿屋体育大学サマーキャンプ参加料他

10,313円 鹿児島予選大会登録料
19,710円 合同練習等交通費
20,210円 県高校競技大会等参加費・交通費

285,000円 外部指導者指導料
410,777円

  野球部 17,330円 県高等学校野球連盟加盟費

17,330円
　書道部 2,382円 七夕書道展出展料他

6,700円 県高等学校書道展出品料他

4,400円 県高校揮毫大会交通費
13,482円

　茶道部 2,000円 高校茶道研修会生徒旅費
800円 地区茶道発表会参加費

66,000円 外部指導者指導料
68,800円

　家庭クラブ 10,000円 外部指導者指導料
3,520円 講習会材料代等

13,520円
962,203円

残　額 執行率： 46.5%

令和 4年 8月 17日

令和 4年 10月 5日

令和 4年 7月 11日
令和 4年 6月 13日

令和4年10月12日

令和 4年 9月 30日

令和 4年 8月 17日

小　計

小　計

令和4年10月21日

令 和 4 年 6 月 3 日

事　業　執　行　状　況

令和 4年 9月 30日

年　月　日

年　月　日

令和 4年 5月 20日

①　広報支援補助金

小　計

合　　　計

令和 4年 5月 25日

令和 4年 5月 31日

―

令和 4年 5月 30日

令和 4年 5月 27日

小　計

令和 4年 8月 31日

小　計

令和 4年 10月 5日

―

令和 4年 6月 15日

令和 4年 9月 21日

合　　　　計

令和 4年 9月 16日

小　計

令和 4年 5月 25日

令和 4年 5月 20日

令和 4年 8月 26日

令和 4年 5月 30日

小　計

令和4年10月21日

1,107,797円

―

令和 4年 5月 31日

令和 4年 7月 27日

小　計

令和 4年 7月 15日

―

令和 4年 5月 25日

②　部活動活性化補助金

令和 4年 6月 17日

令和 4年 5月 20日

令和4年10月26日

720,096円

令和 4年 5月 20日

令和 4年 5月 20日
令和 4年 5月 18日
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③　各種検定試験受検状況表

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

※受験者中合否未確定者は除く

11,200円

13,000円

83,000円

86,500円

小計 13 人 2 人

4,000円

合格率

4,800円

16 人

小計

全商情報処理検定

12,500円

84,100円
振込手数料 110円 2 回

３級一次免除

15.4%

振込手数料 660円660円 1 回
22,200円

92,800円

小 計 13 人 13,000円 合格率

1,000円 4 人 2 人

(11/13実施） ３級

１級

実用英語技能検定

数学検定

日本漢字能力検定

全商簿記実務検定

全商ビジネス文書実務検定

84,320円小 計

全国高等学校家庭科
食物調理技術検定

8,000円

12,000円

2,000円

(9/25実施）

1 人

2,000円

(9/25実施）

小 計

13,500円

13 人

0 人

合格率

2,400円
3,600円

15 人

2 人

8 人
0 人

10,500円

19,800円

12,500円

110円
35,500円

46.2%

1 人

1 人

6 人

合格率

2 人

100.0%

7,500円

47,000円

8,000円
0 人

16 人

4,800円

220円

22,800円

等級 受験料 受験者数 金 額合格者数
準２級 7,900円 7,900円

0 人
3 人

２級

3 人

小計 2 人

準２級
6,400円

(6/5実施）
(6/5実施）

1 人
1 人

0 人

4 人
３級 6,400円 1 人

1 人

5,700円

0.0%

5 人
0 人

13 人

合格率

4,700円

3 人

2,500円
(6/17実施） 5 人

３級
(10/7実施）

(10/7実施） 10 人

(6/17実施） 3,500円

(7/24実施）

小 計 13 人 35,610円

4,000円

2,500円

小 計 9 人 30,910円

(7/24実施）

準２級
３級

(6/17実施）

振込手数料 110円

2,500円

(7/24実施）

16 人

3,500円
(7/24実施）

9 人

5 人
小計

6 人

1 回

800円

4 人

6 人

1,300円
小計

３級

4,800円

1,100円
3,200円

0 人 7,800円

(7/3実施） ３級速度
3,600円1 人3 人

800円

1,200円

4 人１級速度
12,000円

3 人

合格率

３級文書
18 人

(7/3実施）

0.0%

(1/22実施） 1,300円
合格率

2,600円１級
5,200円

10,500円

３級
準２級

800円

小 計 6 人 7,800円

(1/22実施）

18,400円
２級速度

14 人
10,400円

(7/3実施）
(7/3実施）

1 人

23 人
800円

１級速度

１級文書
1,100円 1 人２級文書(7/3実施）

(11/27実施）

小計 8 人

1,100円

800円

104 人 92,800円

(11/27実施）

(11/27実施）

１級文書
(11/27実施）

(11/27実施）

２級文書

(11/27実施）

24 人

２級速度 800円

900円

2 人

小計

３級速度
3 人1,200円

104 人

１級 2,000円

(6/19実施）

4 人
5,200円4 人

0 人

1 人

1 人

1 人

全国高等学校家庭科
被服製作技術検定

(10/12実施）

小計

１級

110円

３級

合格率68 人 86,500円

小 計 65 人 83,220円

1,500円 12 人

4 人

(6/13実施）

※合格者欄の斜線部分は合否未確定

84 人

14,000円３級

合 格 者 数

7 人

合格率
合　計 497,250円

合格率

(6/18実施）

5 人

受 験 者 数
50.9%

1 人 8,200円
2,800円

7 人

42.9%

3 人

15 人

(6/13実施）

(6/13実施）

67.6%
２級

(6/18実施）

1,500円 15 人

(10/12実施）
１級

1,000円 2 人

３級 1,300円

１級 1,000円
３級

２級 1,000円 4 人

４級 800円

11 人

2,000円
1,000円

1,500円
5 人

15 人
３級

（令和４年11月1日現在）

小計 30,800円0 人

２級

1 回 110円

検定種類

(6/13実施）

(6/13実施）

1,000円

小 計 8 人 11,200円

(6/13実施）

３級

(6/13実施）

(6/13実施）
２級

ビジネス計算実務検定
(6/19実施）

(10/12実施）

※合否確定受験者数： 165 人

1,000円

2,000円

2,000円

１級

22,860円

313 人

(10/12実施）
４級

２級

文部科学省後援秘書技能検定

小 計

68 人
(10/12実施） ３級

小 計
4,100円 2 人

小計

3 人

65 人

15 人

振込手数料 2 回

800円
1,000円

52.2%

4 人

12 人

21 人
15 人

5 人

0 人

12.5%

6,000円

18,000円

22,500円10 人

12,000円
3 人

15,000円

8,000円

55.3%

15,000円

合格率
3 人

3,000円

振込手数料 110円

15 人

(11/13実施）

(11/13実施）

6 人

２級

1,000円

1,500円

24,000円

220円

24,000円

0 人

4,000円

6,000円

2,000円

1,000円

(11/13実施） ２級 7,000円 4 人

9 人

2 人

25 人

２級

振込手数料等 1,030円 1 回 1,030円

28,000円

小 計 4 人 29,030円 合格率 　―

文部科学省後援色彩検定
小計 4 人 28,000円
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（1）進路マップ（４月）　

　※　延べ人数

5 1
4 5 人数 人数

3 0 7 5
2 3 19 19
0 3 12 12
3 0 0 0
7 0 38 36
0 36 ※　生徒数は８月末現在

⑥　制服等購入補助金

桜島
重富

1,100円
1,095,921円

413,003円３年生分補助金　13人

934,150円

人　数

R3(生徒数：82人）

南（鹿市）

東桜島

入学時（垂水中央中出身生徒分）

備　　　　　　　考

0.0%

合計

鴨池

33.3%

垂水市
52.8%

43 人
45 人

２ 年 生

50.0%鹿屋市

361,912円

３ 年 生

田崎

３年生 1,920円
330円 ※110円×３

単位：人

36人/68人

２年生分補助金　９人

金額

1,920円 26 人 49,920円
２年生 1,920円 20 人 38,400円

20 人 38,400円

金 額 備　考

　 　振 込 手 数 料

学　年 受験料 受験者数
１年生

小　　計 20 人 68,140円

３年生 3,950円

合　計 361,840 円 受 験 者 数 158人
70 人１ 年 生

内
訳

受験料
41,990円

330円 ※110円×３

4 人 15,800円
２年生 3,340円 3 人 10,020円

13 人１年生
備　考金 額受験者数

166,650円

21 人

72 人
330円 ※110円×３

進研模試

金 額
71,610円
46,200円

受験者数

２年生 20 人

備　考

（令和４年11月1日現在）

（2）進研模試（７月）　

48,510円2,310円

小　　計

内　　　容

（3）進路マップ（９月）　

④　模試等受験状況表

学　年
31 人

３年生

出身中学校別

2,310円

１年生分補助金　14人

受験料
2,310円

　 　振 込 手 数 料

１年生

3,230円
学　年

割合

合計

備　　考
14人/31人
９人/20人
13人/21人

319,906円

⑤　生徒通学費補助金（１学期実績）

総合振込事務手数料

100.0%

金　　額

鹿児島市

その他
100.0%

13.9%

0.0%

割合
垂水中央

鹿屋東

　 年度別

市町名

31.6%

天保山

R4(生徒数：68人）

単位：人 出身市町別割合

吾平

鹿屋
18.4%

合　　計

花岡

第一鹿屋

その他
大姶良

　 　振 込 手 数 料
小　　計 66 人 127,050円

16 人

内　　　容

１年生制服等購入補助金

52.9%

支給対象割合
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（２）廃止路線代替バス運行便数減少への対応について  

 

１ 経 過  

 令和４年８月、乗客減少に伴う地域間幹線系統運行見直しとして、運行便数を減少した桜島

地域廃止路線代替バスの運行計画の変更について、鹿児島交通(株)から提案され、関係する鹿

児島市、本市による協議の結果、令和４年10月１日から実施されることとなりました。 

（所管課：企画政策課） 

 見直しに伴い、垂水高校の生徒へ影響が生じることから、鹿児島県立垂水高等学校生徒通学

費等補助交付要綱第９条「この要綱に定めるもののほか必要な事項は、教育委員会が別に定め

る。」に基づき、下記のとおり、緊急的措置として実施しました。 

２ 垂水高校生徒への影響及び対応策  

桜島方面からの通学者７人（（東桜島中4、桜島中 3）について、今回の運行計画変更により、

【垂水港発（→（桜島港行】の運行便が、垂水港 10:30 の次発が 16:50 となり（（13:30、14:40

廃止）午前授業（終業式、試験期間等）時に、数時間待つことになり支障が生じることから、

通学支援の一環として、ジャンボタクシー（（９名乗車可）を運行することで、当該バスを利用

する生徒の通学の代替手段としました。 

３ 利用方法及び費用について（ 

 全校生徒が出校する学校活動（（部活動は除く。）を対象とし、市内でジャンボタクシーを運行

している協和交通（（株）に依頼し、希望する生徒が乗車し、（【垂水高校（→（桜島港】を運行して

います。（1日につき、片道１回限りの運行） 

【費用試算】 

１回あたり単価11,000 円（×（30 回（年間回数:垂水高校へ確認）＝（330,000 円 

 通学費補助割合は2/3 ですが、ジャンボタクシーを利用する生徒は、既にバス定期を購入し

他生徒と同様に自己負担済みであること、利用者による負担按分等、垂水高校の事務処理の煩

雑化を避けるためにも、全額補助対象としています。 

４ 予算について（ 

(１)（全体予算 令和４年度予算額 10,000 千円  令和３年度決算額 6,639 千円 

（２）通学費補助金（通学費用の 2/3 を補助） 

令和４年度予算額（ （4,427 千円  令和３年度決算額 3,393 千円 

新入生増を見込んだ予算を計上しており、今年度新設した制服等購入補助金 960 千円や今

年度の入学者増を加味しても、現予算内で捻出可能と見込まれます。 
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３ 進路状況

(１) 令和４年３月卒業生の進路実績

進 学 就 職 合

四年制 短期 専修 小計 公務員 県内 県外 その他 小計

大学 大学 学校 企業 企業 計

等

普 通 科 １ １ ７ ９ ０ ４ ０ ０ ４ １３

生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ科 ０ ２ ３ ５ ０ １５ １ １ １７ ２２

計 １ ３ １０ １４ ０ １９ １ １ ２１ ３５

【進学】

大学 県外 [熊本]東海大学（文理融合学部人間情報工学科）

短期大学 県内 第一幼児教育短期大学 （２）

（３人） 鹿児島女子短期大学（児童教育学科）

専修学校 県内 鹿児島医療工学専門学校（臨床工学学科）

（10人） (７) 鹿児島第一医療リハビリ専門学校（理学療法学科）

進学 KCS鹿児島情報専門学校（情報システム・情報メディア） （２）

(14) 鹿児島レディスカレッジ（ヘアーアート学科）

鹿児島県立姶良高等技術専門校（メカトロニクス科）

鹿児島県理容美容専門学校（美容科）

県外 [新潟]国際音楽・ダンス・エンタテイメント専門学校（K-POPエンタテイメント科）

(３) [福岡]福岡医健・スポーツ専門学校（薬業科）

[福岡]麻生公務員専門学校

【就職】

垂水市内 ８人 菅公アパレル株式会社垂水工場（ｿｰｲﾝｸﾞｽﾀｯﾌ）

特別養護老人ホーム恵光園（介護職員） （４）

株式会社 川畑瓦工業（瓦工事技士）

株式会社 観麗（介護職員）

肝属郡医師会 垂水中央病院（医師事務作業補助者）

曽於・肝属地区 ２人 鹿児島きもつき農業協同組合（事務） （２）

[鹿屋市]株式会社 さつき苑（ホールスタッフ）

[霧島市]京セラ株式会社 鹿児島国分工場

（製造・検査）

就職 県 内 [霧島市]株式会社 共立メンテナンス

(20) （19人） （ラビスタ霧島ヒルズ）（ホテルスタッフ）

[鹿児島市]株式会社 ホテル中原別荘（客室係）

その他 ９人 [鹿児島地区]株式会社 ニシムタ（販売）

[鹿児島地区]アイ・エイチ・ジェイ株式会社

（携帯電話販売スタッフ）

[鹿児島地区]あなぶきメディカルケア株式会社

（介護）

[鹿児島地区]株式会社 細山田商事

（店舗運営スタッフ）

[鹿児島地区]縁故（調理）

県 外 京 都 １人 株式会社ワークステーションMEG（接客係）
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(２) 進路希望状況（令和４年10月現在）

学科 普通科 生活デザイン科
合計

学年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年

四年制大学 １ １ ２ ２ ０ ０ ６

短期大学 ２ １ ０ ０ １ ２ ６

進学 専門学校・各種学校 ２ ２ ２ ７ １ １０ ２４

未定 １ ０ ０ ０ ０ ０ １

計 ６ ４ ４ ９ ２ １２ ３７

就職 ４ １ ０ ５ １２ ４ ２６

就職 公務員 ２ １ ０ １ ０ ０ ４

就職進学 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 ６ ２ ０ ６ １２ ４ ３０

未 定 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

合 計 １２ ６ ４ １５ １４ １６ ６７

(３) 現３年生の進路希望状況（令和４年10月現在）

進 学 就 職 合

四年制 短期 専修 小 計 公務員 県内 県外 小 計

大学 大学 学校 企業 企業 計

等

普 通 科 ２ ０ ２ ４ ０ ０ ０ ０ ４

生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ科 ０ ２ １０ １２ ０ ４ ０ ４ １６

計 ２ ２ １２ １６ ０ ４ ０ ４ ２０

① 進学希望者：１６人

ア 進学決定者：１１人

イ 出願予定等及び結果待ち：５人

四年制大学 県内 鹿児島国際大学（国際文化学部・福祉社会学部）

短期大学 県内 第一幼児教育短期大学

県内 鹿児島キャリアデザイン専門学校

（子ども学科・医療秘書科・グラフィック科）

専修学校 今村学園ライセンスアカデミー（パティシエ科）

等 鹿児島医療技術専門学校（作業療法学科）

鹿児島情報ビジネス公務員専門学校（公務員科事務コース）

野村服飾専門学校

えりかトリミングスクール

障害者職業能力開発校（情報電子科）

県外 [大分] 大分視能訓練士専門学校（視能訓練士学科）

[福岡] 福岡こども専門学校（心理コース）

② 就職希望者：４人

ア 就職内定者：１人

イ 出願予定：１人

ウ 縁故または自己就職予定：２人

県 内 志布志市 １人 サンキョーミート株式会社（食肉加工生産職）
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４ 新入生確保に向けての取組

(１) 高校説明会

◎ 各中学校で行われる高校説明会で学校案内，「TaruTama」を配付して説明を行う。

垂水市の垂水高校振興支援策資料も同時に配付して広報を行う。

・ 垂水中央中学校では１年生による学校紹介（「垂水高校に入学して」の体験発表，普

通科・生活デザイン科各１人）を実施した。

中 学 校 実 施 日 中 学 校 実 施 日

垂水市 垂水中央中学校 5月 31日(火) 桜島中学校 5月 24日(火)

鹿屋中学校 6月 23日(木) 鹿児島市 東桜島中学校 資料提供のみ

鹿屋東中学校 6月 1日(水) 南中学校 5月 26日(木)
鹿屋市

第一鹿屋中学校 6月 3日(金)

花岡中学校 6月 2日(木)

錦江町 錦江中学校 7月 5日(火)

(２) 中高連絡会

◎ 在校生による学科紹介や東進衛星予備校の説明を行う。各中学校の担当者に卒業生

の活躍を見てもらう機会にする。

ア 第１回中高連絡会（６月22日）

・ 令和４年度入学者学力検査の実施状況の報告を実施。

・ 在校生による学科紹介や学校での生活等の発表，授業見学，現状説明等を実施。

・ １年担任との面談や希望する中学校は１年生との懇談会を実施。

・ ７月に実施予定の一日体験入学への参加の呼びかけを依頼する。

イ 第２回中高連絡会（11月４日）

・ 在校生による学科紹介や学校体験の発表，授業見学，現状説明等を実施。

・ 令和５年度入学者学力検査についての説明を実施。

・ 土曜・夜間学校説明会の資料を再配付し，参加の呼びかけを依頼する。

(３) 中学生１日体験入学（７月29日）37人参加

◎ 実習体験は，高校生から中学生へ高校生活での学びを直接指導する場とし，職員は

それをサポートする。

・ 普通科体験コース

～～授業体験（国語，地歴，理科，商業）

・ 生活デザイン科体験コース

～～保育（しかけカード作り）と被服（ミシンを使った小物入れ製作）を，

高校生の指導で実習体験

・ 両学科体験コース

～～普通科の商業，理科の授業体験と保育実習（しかけカード作り）体験

【理科～アイスクリームとアイスキャンディーを科学する】 【国語～超短編小説を作ってみよう】
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◎ 新型コロナウイルス感染症対策を徹底して行い，昨年と同じ時期に開催した。

◎ 感染症対策として受付，開講式を２箇所に分けて実施した。

◎ 学校・学科紹介は在校生によるパワーポイントを使った紹介とし，中学３年生に先

輩の成長した姿を見てもらう機会にする。

◎ 垂水高校版東進講座の説明をオンラインを活用して行った。

◎ 引率の保護者にも直接各授業に入ってもらい見学，体験してもらった。

(４) 垂水中央中学校生徒会交流及び学校説明会

◎ 例年，夏季休業期間に高校生が中学生へ直接説明する場を作るとともに，生徒同士

の交流によって垂水高校への理解を深めてもらう機会としているが，今年度も新型コ

ロナウイルス感染症の感染拡大のため中止。

(５) 垂水中央中学校学校説明交流会（10月26日）

◎ 中学校３年生66人が参加

◎ 今回は授業見学と，華道，茶道，陶芸，保育，食物，国語，地理２，数学，理科，

英語，商業，の12講座の授業体験を実施。

◎ 授業体験後「内容がわかりやすかった」「楽しかった」などの感想が聞かれた。

【数学～垂水でアルバイトをしよう】 【華道～お花の生け方を教わる】

(６) 高校説明会

◎ 新型コロナウイルス感染症対策を徹底して行う。

◎ チラシ配布や中学校への呼びかけ，ブログ掲載，様々な方法で案内を複数回実施。

◎ 高校説明会の他に，生徒や保護者を対象にした，学校見学も随時受け入れている。

月 日 曜 時間 地区（実施場所）

１ 11月12日 土 14:00～15:30 本校会議室

２ 11月25日（予定） 金 19:00～20:30 本校会議室

(７) 情報発信

ア ブログの活用～～学校行事や生徒の様子をその都度発信

イ ＦＭたるみずの放送～～学校行事を生徒が紹介

ウ 小学校への訪問～～垂水小ミシン教室(9月14・16日)，協和小読み聞かせ(11月10日)

エ 広報係による新たな情報発信の方法の検討

（８）垂水中央中学校との連携

◎ 中学校ＰＴＡ役員会での高校紹介と現状報告（10月26日）

◎ 本校教員による中学校１・２年生各学級での出前授業（11月17日）

◎ 中学校１・２年生の保護者に向けての高校紹介（11月18日）
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水
高

校
振

興
支

援
策

資
料

・
東

進
ハ

イ
ス

ク
ー

ル
通

信
講

座
チ

ラ
シ

も
同

時
に

配
付

し
て

　
情

報
発

信
を

行
う

。

6
５

月
3
0
日

（
月

）

～
3
1
日

（
火

）
垂

水
中

央
中

学
校

で
の

高
校

説
明

会
中

央
中

学
校

垂
水

高
校

・
中

央
中

出
身

の
垂

水
高

校
１

年
生

に
よ

る
学

校
紹

介
～

「
垂

水
高

校
に

入
学

し
て

」
の

体
験

発
表

7
6
月

2
2
日

第
１

回
中

高
連

絡
会

（
垂

水
高

校
生

に
よ

る
学

科
紹

介
）

参
加

中
学

校
（

垂
水

中
央

、
鹿

屋
、

鹿
屋

東
、

大
姶

良
、

花
岡

学
園

、

桜
島

、
鹿

児
島

南
）

垂
水

高
校

中
央

中
学

校

教
育

委
員

会

・
垂

水
高

校
在

校
生

に
よ

る
学

科
紹

介
や

学
校

体
験

の
発

表
、

授
業

見
学

、
現

状
説

明
等

を
実

施
す

る

　
こ

と
で

、
入

学
の

動
機

付
け

と
し

た
い

。

・
１

年
担

任
と

の
面

談
や

希
望

す
る

中
学

校
は

１
年

生
と

の
懇

談
会

を
実

施
す

る
。

・
７

月
に

実
施

予
定

の
体

験
入

学
へ

の
参

加
の

呼
び

か
け

を
行

う
。

8
６

月
～

７
月

垂
水

中
央

中
学

校
の

部
活

動
へ

の
指

導
垂

水
高

校

中
央

中
学

校

・
垂

水
高

校
教

諭
に

よ
る

部
活

動
の

指
導

（
陸

上
：

大
津

先
生

等
）

・
中

体
連

大
会

前
の

早
朝

練
習

及
び

大
会

で
の

応
援

令
和

４
年

度
 垂

水
高

校
振

興
対

策
に

関
す

る
取

り
組

み
実

施
状

況
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令
和

４
年

1
1
月

2
1
日

現
在

時
期

取
組

事
項

担
当

取
組

の
内

容
等

令
和

４
年

度
 垂

水
高

校
振

興
対

策
に

関
す

る
取

り
組

み
実

施
状

況

9
7
月

2
7
日

第
１

回
垂

水
高

校
振

興
対

策
協

議
会

総
会

教
育

委
員

会

垂
水

高
校

会
　

　
員

・
前

年
度

の
事

業
報

告
、

収
支

決
算

・
会

計
監

査
報

告

・
事

業
計

画
（

案
）

、
収

支
予

算
（

案
）

・
垂

水
高

等
学

校
長

に
よ

る
学

校
状

況
等

の
説

明

1
0

7
月

2
9
日

中
学

校
、

半
日

体
験

入
学

（
垂

水
高

校
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

）

　
実

習
体

験
は

、
高

校
生

か
ら

中
学

生
へ

高
校

生
活

で
の

学
び

を
直

接

　
指

導
す

る
場

と
し

、
職

員
は

そ
れ

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
。

　
R

0
3
～

3
2
→

R
0
4
～

4
0
（

中
央

中
3
4
、

花
岡

6
、

外
1
0
）

垂
水

高
校

中
央

中
学

校

(株
)ナ

ガ
セ

・
実

習
体

験
　

・
普

通
科

体
験

コ
ー

ス
　

・
生

活
デ

ザ
イ

ン
科

体
験

コ
ー

ス
　

・
両

学
科

体
験

コ
ー

ス

・
学

校
・

学
科

紹
介

は
在

校
生

に
よ

る
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト

を
使

っ
た

紹
介

と
し

，
中

学
３

年
生

に
先

輩
の

成
長

し
た

姿
を

見
て

も
ら

う
機

会
に

す
る

・
(株

)ナ
ガ

セ
に

よ
る

東
進

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

通
信

講
座

の
講

演
会

（
1
5
分

間
：

Z
o
o
m

）

・
生

徒
と

保
護

者
に

も
直

接
各

授
業

に
入

っ
て

も
ら

い
見

学
や

体
験

を
し

て
も

ら
う

。

1
1

8
月

9
日

東
進

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

講
座

＜
夏

休
み

特
訓

会
9
：

0
0
～

1
7
：

0
0
＞

垂
水

高
校

(株
)ナ

ガ
セ

・
東

進
ハ

イ
ス

ク
ー

ル
通

信
講

座
受

講
生

に
よ

る
夏

休
み

特
訓

会
を

開
催

す
る

こ
と

で
、

学
習

意
欲

を

　
促

進
し

、
受

講
数

の
増

や
努

力
量

の
向

上
を

図
る

。
（

１
年

生
1
名

、
２

年
生

3
名

、
卒

業
生

1
名

）

　
当

日
の

み
の

体
験

受
講

も
可

能
で

周
知

済
み

。

1
2

7
月

2
2
日

8
月

2
9
日

第
2
回

垂
水

高
校

振
興

対
策

周
知

活
動

近
隣

中
学

校
（

桜
島

2
、

鹿
屋

市
8

、
鹿

児
島

市
4

＝
合

計
1
3

校
）

へ
の

垂
水

高
校

支
援

策
の

周
知

活
動

教
育

委
員

会
・

校
長

へ
垂

水
高

校
の

学
校

案
内

及
び

垂
水

市
の

支
援

策
の

周
知

及
び

各
校

の
情

報
収

集
を

行
っ

た
。

1
3

7
月

2
9
日

～
9
月

3
0
日

桜
島

地
域

廃
止

路
線

代
替

バ
ス

運
行

計
画

見
直

し
に

伴
う

通
学

費
等

補

助
金

に
よ

る
対

応
に

つ
い

て

垂
水

高
校

垂
水

市

教
育

委
員

会

7
月

2
9
日

、
廃

止
路

線
バ

ス
所

管
課

で
あ

る
企

画
政

策
課

か
ら

、
桜

島
地

域
廃

止
路

線
代

替
バ

ス
の

運
行

便
数

減
少

の
情

報
が

あ
り

、
関

係
課

と
対

応
（

案
）

に
つ

い
て

協
議

を
進

め
、

ス
ク

ー
ル

タ
ク

シ
ー

の
運

行
に

つ
い

て
、

8
月

2
2
日

庁
内

で
の

方
針

を
固

め
、

9
月

6
日

垂
水

高
校

と
協

議
し

、
対

象
者

へ
の

説
明

を
行

い
、

1
0
月

1

日
か

ら
ス

ク
ー

ル
バ

ス
を

運
行

し
た

。

1
4

随
　

時
垂

水
高

等
学

校
同

窓
会

組
織

の
充

実
（

活
性

化
）

同
窓

会

垂
水

高
校

・
創

立
１

０
０

周
年

と
学

校
の

活
性

化
に

向
け

て
の

同
窓

会
の

活
動

推
進

・
同

窓
会

名
簿

の
作

成
、

活
動

に
つ

い
て

の
協

議
し

て
い

た
だ

く
。

1
5

9
月

～
1
0
月

9
/1

0
垂

水
高

校
体

育
祭

、
1
0
/2

2
文

化
祭

垂
水

高
校

中
央

中
学

校

・
垂

水
中

央
中

学
校

の
生

徒
を

招
待

す
る

こ
と

で
、

垂
水

高
校

の
活

動
を

体
感

し
て

も
ら

い
た

い
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

防
止

の
観

点
か

ら
、

同
居

家
族

の
み

の
参

加
と

し
た

。

1
6

1
0
月

5
日

垂
水

高
校

広
報

係
と

教
育

委
員

会
に

よ
る

協
議

垂
水

高
校

教
育

委
員

会

・
垂

水
高

校
の

広
報

活
動

に
関

し
て

、
垂

水
高

校
広

報
係

チ
ー

フ
と

教
育

委
員

会
（

主
幹

兼
庶

務
係

長
）

で
、

　
今

後
の

垂
水

高
校

に
お

け
る

広
報

活
動

に
つ

い
て

協
議

を
行

っ
た

。

1
7

1
0
月

5
日

垂
水

高
校

校
長

と
教

育
長

に
よ

る
協

議
垂

水
高

校

教
育

委
員

会

・
中

高
連

携
、

振
興

対
策

に
関

し
て

、
垂

水
高

校
校

長
と

教
育

長
で

協
議

を
行

っ
た

。

・
令

和
４

年
度

の
取

組
み

の
進

捗
状

況
の

確
認

及
び

今
後

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
協

議
し

た
。
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令
和

４
年

1
1
月

2
1
日

現
在

時
期

取
組

事
項

担
当

取
組

の
内

容
等

令
和

４
年

度
 垂

水
高

校
振

興
対

策
に

関
す

る
取

り
組

み
実

施
状

況

1
8

1
0
月

1
2
日

中
高

連
携

、
振

興
対

策
に

関
す

る
協

議

垂
水

高
校

中
央

中
学

校

教
育

委
員

会

・
中

央
中

学
校

で
三

者
に

よ
る

中
高

連
携

協
議

を
行

っ
た

。

・
出

席
者

（
中

央
中

：
校

長
、

教
頭

　
垂

水
高

校
：

校
長

）

　
　

　
　

（
教

育
委

員
会

：
教

育
総

務
課

長
、

主
幹

兼
庶

務
係

長
）

・
令

和
４

年
度

の
取

組
み

の
進

捗
状

況
の

確
認

及
び

今
後

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
協

議
し

た
。

1
9

1
0
月

2
0
日

第
3
回

垂
水

高
校

振
興

対
策

周
知

活
動

近
隣

中
学

校
（

桜
島

2
、

鹿
屋

市
3

＝
合

計
5

校
）

へ
の

垂
水

高
校

支
援

策
の

周
知

活
動

教
育

委
員

会
・

校
長

へ
垂

水
高

校
の

学
校

案
内

及
び

垂
水

市
の

支
援

策
の

周
知

及
び

各
校

の
情

報
収

集
を

行
っ

た
。

2
0

1
0
月

2
6
日

 垂
水

中
央

中
学

校
学

校
説

明
交

流
会

垂
水

高
校

中
央

中
学

校

(株
)ナ

ガ
セ

・
中

央
中

３
年

生
が

参
加

し
、

垂
水

高
校

の
授

業
を

体
験

入
学

（
昨

年
度

実
績

９
７

人
参

加
）

・
垂

水
高

校
の

授
業

見
学

と
、

華
道

、
茶

道
、

陶
芸

、
保

育
、

食
物

、
地

理
、

数
学

、
理

科
、

英
語

、

　
国

語
、

商
業

、
音

楽
の

1
2
講

座
の

授
業

を
体

験
す

る
こ

と
で

、
入

学
意

欲
に

繋
げ

る
。

・
東

進
ハ

イ
ス

ク
ー

ル
通

信
講

座
の

チ
ラ

シ
配

布

2
1

1
0
月

2
6
日

Ｐ
Ｔ

Ａ
役

員
会

で
垂

高
校

長
か

ら
垂

水
高

校
に

つ
い

て
の

紹
介

垂
水

高
校

中
央

中
学

校

・
垂

水
中

央
中

学
校

Ｐ
Ｔ

Ａ
役

員
会

で
の

垂
高

校
長

に
よ

る
学

校
紹

介
と

現
状

報
告

・
垂

水
高

校
で

学
ぶ

生
徒

の
声

や
垂

水
高

校
の

教
育

活
動

の
魅

力
に

つ
い

て
紹

介
す

る

2
2

1
1
月

4
日

 第
２

回
中

高
連

絡
会

参
加

中
学

校
（

垂
水

中
央

、
鹿

屋
、

鹿
屋

東
、

大
姶

良
、

花
岡

学
園

、

錦
江

、
桜

島
、

鹿
児

島
南

）

垂
水

高
校

中
央

中
学

校

教
育

委
員

会

・
在

校
生

に
よ

る
学

科
紹

介
や

学
校

体
験

の
発

表
，

授
業

見
学

，
現

状
説

明
等

を
実

施
。

・
土

曜
・

夜
間

学
校

説
明

会
の

資
料

を
配

付
し

，
参

加
の

呼
び

か
け

を
依

頼
す

る
。

2
3

1
1
/1

～
1
1
/1

0
県

民
週

間
（

1
1
月

１
日

～
1
0
日

）
垂

水
高

校
・

県
民

週
間

に
、

一
般

の
方

々
に

対
す

る
学

校
開

放
を

行
い

授
業

等
を

み
て

い
た

だ
き

、
垂

水
高

校
を

　
知

っ
て

い
た

だ
く

。

2
4

1
1
/1

2
、

1
1
/2

5
垂

水
高

校
で

の
中

学
校

保
護

者
向

け
夜

間
説

明
会

の
実

施
垂

水
高

校
「

土
曜

説
明

会
」

1
1
/1

2
（

土
）

1
4
：

0
0
～

1
5
：

3
0
　

9
組

（
垂

水
中

央
、

花
岡

、
第

一
鹿

屋
、

錦
江

）

「
夜

間
説

明
会

」
1
1
/2

5
（

金
）

1
9
：

0
0
～

2
0
：

3
0
　

実
施

予
定

2
5

1
1
月

1
7
日

垂
水

高
等

学
校

教
員

に
よ

る
垂

水
中

央
中

学
校

で
の

出
前

授
業

垂
水

高
校

中
央

中
学

校

・
垂

水
高

校
教

員
出

前
授

業
（

6
時

間
目

 1
5
：

0
0
～

1
5
：

5
0
）

　
1
、

2
年

生
の

う
ち

か
ら

出
前

授
業

を
行

う
こ

と
で

、
3
年

生
時

の
進

路
決

定
に

向
け

て
垂

水
高

校
入

学
を

　
意

識
付

け
さ

せ
る

。

・
実

施
科

目
：

国
語

・
地

理
・

化
学

・
英

語
・

家
庭

・
商

業

2
6

1
1
月

1
8
日

垂
水

高
校

保
護

者
に

よ
る

P
R

活
動

垂
水

高
校

中
央

中
学

校

・
垂

高
保

護
者

に
よ

る
中

学
生

保
護

者
向

け
の

垂
水

高
校

Ｐ
Ｒ

活
動

　
中

学
1
、

2
年

生
の

保
護

者
へ

向
け

て
、

垂
水

高
校

P
T

A
会

長
か

ら
「

垂
水

高
校

に
通

学
さ

せ
る

魅
力

や

　
メ

リ
ッ

ト
」

等
、

学
校

紹
介

を
行

う
こ

と
で

、
入

学
の

動
機

付
け

に
す

る
。
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令
和

４
年

1
1
月

2
1
日

現
在

時
期

取
組

事
項

担
当

取
組

の
内

容
等

令
和

４
年

度
 垂

水
高

校
振

興
対

策
に

関
す

る
取

り
組

み
実

施
状

況

2
7

1
1
月

2
1
日

第
２

回
垂

水
高

校
振

興
対

策
協

議
会

総
会

教
育

委
員

会

垂
水

高
校

会
　

　
員

・
補

助
金

の
執

行
状

況
等

に
つ

い
て

・
進

路
状

況
に

つ
い

て

・
新

入
生

確
保

に
向

け
て

の
取

組
に

つ
い

て

2
8

1
月

～
３

月
勉

強
会

の
実

施
中

央
中

学
校

垂
水

高
等

学
校

を
受

験
す

る
生

徒
へ

の
個

別
指

導
（

教
職

員
５

名
で

対
応

）
予

定

2
9

1
月

中
旬

公
立

高
校

願
書

締
め

切
り

中
央

中
学

校
公

立
高

校
願

書
締

め
切

り

3
0

2
月

３
日

（
金

）
公

立
高

等
学

校
推

薦
入

学
者

選
抜

等
中

央
中

学
校

公
立

高
校

推
薦

入
試

3
1

2
月

2
8
日

（
火

）
垂

水
高

等
学

校
卒

業
式

垂
水

高
校

公
立

高
校

卒
業

式

3
2

３
月

２
日

（
木

）

～

３
月

３
日

（
金

）

公
立

高
等

学
校

一
般

入
学

者
選

抜
垂

水
高

校
公

立
高

校
一

般
入

試

3
3

３
月

1
4
日

（
火

）
垂

水
中

央
中

学
校

卒
業

式
中

央
中

学
校

中
央

中
卒

業
式

3
4

３
月

1
5
日

（
水

）
公

立
高

等
学

校
入

学
者

選
抜

合
格

者
発

表
垂

水
高

校

中
央

中
学

校
垂

水
高

等
学

校
入

試
合

格
発

表

3
5

３
月

2
3
日

（
木

）
公

立
高

等
学

校
第

二
次

入
学

者
選

抜
垂

水
高

校

中
央

中
学

校
公

立
高

校
2
次

募
集

3
6

３
月

2
4
日

（
金

）
第

２
次

選
抜

合
格

者
発

表
垂

水
高

校

中
央

中
学

校
公

立
高

校
2
次

募
集

合
格

発
表
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■
県

立
垂

水
高

等
学

校
 生

徒
数

推
移

生
徒

数
内

新

入
学

生
徒

数
内

新

入
学

生
徒

数
内

新

入
学

生
徒

数
内

新

入
学

生
徒

数
内

新

入
学

生
徒

数
内

新

入
学

生
徒

数
内

新

入
学

生
徒

数
内

新

入
学

生
徒

数
内

新

入
学

生
徒

数
内

新

入
学

生
徒

数
内

新

入
学

生
徒

数
内

新

入
学

普
通

科
3
3

6
1
3

4
5

3
5
1

1
3

2
8

8
1
4

4
4

1
4
6

1
3

2
6

1
2

1
0

2
4

1
4
0

1
5

生
活

デ
ザ

イ
ン

科
3
6

1
5

2
0

7
2
9

6
8
5

2
8

3
0

6
3
0

1
6

3
3

1
1

9
3

3
3

3
3

1
3

2
8

7
2
0

7
8
1

2
7

合
　

計
6
9

2
1

3
3

1
1

3
4

9
1
3
6

4
1

5
8

1
4

4
4

2
0

3
7

1
2

1
3
9

4
6

5
9

2
5

3
8

9
2
4

8
1
2
1

4
2

生
徒

数
内

新

入
学

生
徒

数
内

新

入
学

生
徒

数
内

新

入
学

生
徒

数
内

新

入
学

生
徒

数
内

新

入
学

生
徒

数
内

新

入
学

生
徒

数
内

新

入
学

生
徒

数
内

新

入
学

生
徒

数
内

新

入
学

生
徒

数
内

新

入
学

生
徒

数
内

新

入
学

生
徒

数
内

新

入
学

普
通

科
2
3

4
8

2
4

2
3
5

8
1
9

3
6

3
2

0
2
7

6
1
4

9
6

2
4

2
2
4

1
3

生
活

デ
ザ

イ
ン

科
2
5

6
2
8

6
2
0

5
7
3

1
7

2
8

1
2

1
5

3
1
2

1
5
5

1
6

2
2

7
1
6

7
1
0

4
4
8

1
8

合
　

計
4
8

1
0

3
6

8
2
4

7
1
0
8

2
5

4
7

1
5

2
1

6
1
4

1
8
2

2
2

3
6

1
6

2
2

9
1
4

6
7
2

3
1

区
　

分

H
2
9

H
3
0

R
0
1

垂
水

市
鹿

屋
市

鹿
児

島
市

計
垂

水
市

鹿
屋

市
鹿

児
島

市
計

垂
水

市
鹿

屋
市

鹿
児

島
市

計

R
0
4

垂
水

市
鹿

屋
市

鹿
児

島
市

計
垂

水
市

鹿
屋

市
鹿

児
島

市
計

R
0
3

区
　

分
計

鹿
児

島
市

鹿
屋

市
垂

水
市

R
0
2
（

私
立

高
校

授
業

料
無

償
化

開
始

）
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（５）その他 「あしなが100人委員会の活動報告」 

 

１ 年度区分は、暦年（1月１日から12月31日まで） 

２ 賛同者数 ① 平成27年度 68名 ② 平成28年度 67名 

        ③ 平成29年度 57名 ④ 平成30年度 48名 

        ⑤ 令和元年度 37名  ⑥ 令和 ２年度 33名 

        ⑦ 令和 ３年度 35名 ⑧ 令和 ４年度 49名（10月末現在） 

３ これまでの活動 

  (1) 入学祝い金 ････ 垂水高校新入生への入学祝い金の支給 

・平成27年度 460,000円 ＜46名×10,000円＞ 

   ・平成28年度 640,000円 ＜64名×10,000円＞ 

   ・平成29年度 200,000円 ＜40名× 5,000円＞ 

   ・平成30年度 230,000円 ＜46名× 5,000円＞ 

   ・平成31年度 210,000円 ＜42名× 5,000円＞ 

・令和 ２年度 125,000円 ＜25名× 5,000円＞ 

・令和 ３年度 110,000円 ＜22名× 5,000円＞ 

・令和 ４年度 155,000円 ＜31名× 5,000円＞ 

  

 (2) 赤ちゃん誕生のお祝い金 

････ 垂水市内在住者への赤ちゃん誕生のお祝い金の支給 

   ・平成29年度 140,000円 ＜28名×5,000円＞（9月1日～12月末） 

   ・平成30年度 310,000円 ＜62名×5,000円＞ 

   ・令和 元年度 255,000円 ＜51名×5,000円＞ 

・令和 ２年度 320,000円 ＜64名×5,000円＞ 

・令和 ３年度 185,000円 ＜37名×5,000円＞ 

・令和 ４年度 200,000円 ＜40名×5,000円＞（1月1日～10月末） 

  

４ 今後の活動計画 

  

  (1) 当面の若者たちを応援する活動として 

・垂水高校の新入生への入学お祝い金（5,000円程度） 

    ・赤ちゃん誕生時のお祝い金（5,000円程度） 

  

  (2) 将来的な若者たちを応援する活動として 

    ・進学希望者への課外授業の無償提供や進学補助など 
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鹿児島県立垂水高等学校振興対策協議会会則 

（名称） 

第１条 本会は、「鹿児島県立垂水高等学校振興対策協議会」と称し、事務局を垂水市教育委員会内

におく。 

（目的） 

第２条 本会は、「地域の活性化は教育にあり」という信念に基づいて、市民が安心して暮らせる教

育環境を整えるとともに、鹿児島県立垂水高等学校（以下「垂高」という。）の存続及び振興・発

展を支援することを目的とする。 

（事業） 

第３条 本会は、前条の目的を達成するため次の事業を行う。 

(1)  会員相互の連絡提携 

(2)  垂高の振興支援に関する事項 

(3) 垂高の地域と連携した教育活動の推進 

(4) その他必要な事項 

（会員） 

第４条 本会の構成員は、別表に記載した団体の長又は代表者をもって組織する。 

（役員） 

第５条 本会に次の役員を置く。 

（１）会長１名 （２）副会長２名 （３）書記・会計１名 （４）監事２名 

（役員選出） 

第６条 役員は、構成員の中から互選する。 

 （任期） 

第７条 任期は１年とする。ただし、再任は妨げない。 

（会議） 

第８条 本会に次の会を置く。 

(1) 総会 

(2) 役員会 

（総会） 

第９条 総会は、年１回以上開催するものとする。 

（役員会） 

第１０条 役員会は、必要に応じて会長が招集し、これを主宰する。 

（経費） 

第１１条 本会の運営経費は、市補助金及びその他寄付金等をもってこれに充てる。 

（会計年度） 

第１２条 本会の会計年度は、毎年４月１日から始まり翌年３月３１日に終わる。 

附則 

この会則は、平成９年５月２８日から施行する。 

 附則（平成１１年１０月４日改正） 

この附則は、平成１１年１１月１日から施行する。 

 附則（平成１５年８月１１日改正） 
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この附則は、平成１５年９月１日から施行する。 

 附則（平成２０年６月２３日改正） 

この附則は、平成２０年７月１日から施行する。 

附則（平成２２年６月２９日改正） 

この附則は、平成２２年６月２７日から施行する。 

 附則（平成２４年５月２１日改正） 

この附則は、平成２４年６月 １日から施行する。 

附則（平成２５年３月２８日改正） 

この附則は、平成２５年４月 １日から施行する。 

附則（平成２７年４月１日改正） 

この附則は、平成２７年４月 １日から施行する。 

附則（平成２８年１１月 ７日改正） 

この附則は、平成２８年１１月 ７日から施行する。 

 

別表 

鹿児島県立垂水高等学校振興対策協議会会員 

会員番号 所     属 

１ 垂水市長 

２ 県議会議員（鹿屋市・垂水市区選出） 

３ 市議会総務文教委員長 

４ 市教育委員 

５ 市教育長 

６ 市教育委員会学校教育課長 

７ 市教育委員会学校教育課指導主事（進路指導担当） 

８ 市企画政策課長 

９ 垂水中央中学校ＰＴＡ会長 

１０ 垂水高校ＰＴＡ会長 

１１ 垂水高校同窓会会長 

１２ 市小学校校長代表 

１３ 垂水中央中学校校長 

１４ 市文化協会会長 

１５ 市振興会連絡協議会会長 

１６ 市公民館連絡協議会会長 

１７ 市商工会会長 

１８ 垂水高校校長 

 

事務局 市教育委員会教育総務課 
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